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「
縄
文
時
代
と
友
達
に
な
る
」

と
題
し
て
、
帝
釈
峡
博
物
展
示

施
設
・
時
悠
館
の
稲
村
秀
介
学

芸
員
を
講
師
に
、
帝
釈
峡
の
地

質
や
縄
文
遺
跡
を
学
び
な
が
ら

雄
橋
ま
で
歩
き
、
時
悠
館
で
展

示
物
の
解
説
を
聴
い
た
。
神
石

高
原
町
観
光
協
会
前
理
事
長
の 

 
 

   
 

           

三
月
号
で
猿
飛
と
手
漕
ぎ
舟

が
写
っ
た
写
真
を
紹
介
し
た
。 

 
 

猿
飛
の
狭
い
河
道
を
舟
で

抜
け
る
と
二
段
滝
が
現
わ

れ
る
。
こ
の
写
真
も
絵
葉

書
か
ら
で
、
三
峡
社
発
行

と
印
字
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
初
期
、
熊
南
峰
の
撮
影

と
思
わ
れ
る
。 

                   

      

兼
定
吉
輝
さ
ん
は
、
石
器
や
シ

カ
の
角
で
作
っ
た
釣
り
針
を
見

せ
て
、
縄
文
時
代
の
暮
ら
し
を

説
明
し
た
。 

 

子
供
た
ち
は
石
の
包
丁
を
使

っ
て
昼
食
用
の
ニ
ジ
マ
ス
な
ど

を
切
っ
て
調
理
し
、
そ
の
切
れ

味
に
驚
い
て
い
た
。
参
加
者
か 

 

ら
は
「
教
科
書

だ
け
で
な
く
、

実
体
験
は
と
て

も
大
切
」
と
の

感
想
が
聞
か
れ

た
。
ツ
ア
ー
は

縄
文
人
の
豊
か

な
文
化
と
知
恵

か
ら
、
現
在
の

環
境
や
暮
ら
し 

     

連
載
で
は
当
時
の
文
化
、
世

相
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

橋
や
建
物
、
人
物
が
写
っ
て
い

る
も
の
を
選
ん
だ
が
、
こ
の
写

真
は
自
然
そ
の
も
の
で
あ
る
。 

一
九
八
八
年
の
豪
雨
で
上
段

の
岩
盤
が
剥
が
れ
落
ち
、
一
段

と
な
っ
た
が
、
写
真
は
名
称
の

由
来
を
示
し
て
い
る
。
袴
を
背 

              

物
が
あ
っ
た
。 

 

 
 

 

方
を
見
直
す
の
が
狙
い
。
イ
ベ

ン
ト
へ
は
庄
原
市
や
庄
原
ジ
ビ

エ
工
房
、
帝
釈
峡
自
治
振
興
区

の
協
力
が
あ
っ
た
。 

 

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
名
勝
指
定

百
周
年
の
今
年
、
三
段
峡
で
実

施
し
て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
を
帝 

     

二
泊
三
日
の
教
育
旅
行
「
山

の
学
校
」
を
実
施
し
て
い
る
広

島
大
学
付
属
小
学
校
の
五
年
生

六
十
二
人
と
教
師
六
人
が
十
月

十
八
日
と
二
十
日
の
両
日
、
三

段
峡
と
深
入
山
で
自
然
を
体
験

し
た
。
宿
泊
は
廿
日
市
市
吉
和

の
も
み
の
木
森
林
公
園
。 

 

十
八
日
は
正
面
口
で
自
然
観

察
し
た
後
、
黒
淵
ま
で
歩
い
た
。

着
任
し
た
ば
か
り
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
井
上
嵩
裕
隊
員
も

ガ
イ
ド
し
た
。
二
十
日
は
さ
ん 

    

後
か
ら
見
た
よ
う
な
優
美
な
姿

が
本
来
の
二
段
滝
で
あ
る
。
峡

内
で
は
崩
落
が
起
こ
り
、
景
観

は
変
化
す
る
が
、
二
段
滝
の
名

称
変
更
の
声
は
聞
こ
え
な
い
。 

 

三
峡
社
は
二
六
年
、
南
峰
が

設
立
し
た
会
社
で
、
三
段
峡
と

滝
山
峡
、
十
方
峡
の
三
峡
の
観

光
開
発
を
目
的
に
し
て
い
た
。 

 

釈
峡
で
企
画
し
た
い
、
と
さ
ん

け
ん
へ
協
力
要
請
が
あ
っ
た
。 

同
市
商
工
観
光
課
の
今
村
俊
洋

主
任
主
事
は
「
来
年
は
三
段
峡

と
帝
釈
峡
を
つ
な
ぐ
、
名
勝
指

定
百
周
年
コ
ラ
ボ
企
画
を
実
現

し
た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。 

    

け
ん
会
員
の
上
野
吉
雄
さ
ん
と

広
大
さ
ん
け
ん
部
の
南
葉
錬
志

郎
さ
ん
ら
が
引
率
し
、
深
入
山

の
草
原
の
植
物
を
観
察
し
な
が

ら
山
頂
付
近
ま
で
登
っ
た
。
同

校
で
は
総
合
学
習
で
自
然
に
つ

い
て
学
ん
で
い
て
、
実
地
体
験

で
理
解
を
深
め
る
の
が
狙
い
。 

 

安
芸
太
田
町
に
縁
が
あ
る
担

当
の
河
野
吉
信
教
諭
か
ら
、
同

町
を
自
然
学
習
の
フ
ィ
ー
ル
ド

に
し
た
い
、
と
さ
ん
け
ん
へ
相

談
が
あ
っ
て
実
現
し
た
。 

 

が
、
活
動
範
囲
は
ほ
ぼ
三
段
峡

だ
け
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
滝
山

峡
に
は
王
泊
ダ
ム
と
温
井
ダ

ム
、
十
方
峡
に
は
立
岩
ダ
ム
が

建
設
さ
れ
た
。
景
観
は
大
き
く

変
わ
り
、
今
と
な
っ
て
は
峡
名

を
知
っ
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

南
峰
ら
の
尽
力
に
よ
っ
て
名

勝
指
定
を
受
け
、
そ
の
お
か
げ

で
三
段
峡
が
残
さ
れ
た
の
が
分

か
る
。 

 
 
 

（
松
尾
俊
孝
） 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

    

九
月
に
保
護
し
た
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
卵
の
孵
化
が
予

想
さ
れ
た
十
月
十
三
日
、
広
島

市
安
佐
動
物
園
の
田
口
勇
輝
さ

ん
を
講
師
に
招
い
て
勉
強
会
が

Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
で
開
か
れ
た
。
調 

    

三
段
峡
の
活
性
化
な
ど
に
従

事
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
井
上
嵩
裕
さ
ん
が
十
月
三
日

に
着
任
し
た
。
五
月
か
ら
の
募

集
に
は
三
人
の
応
募
が
あ
り
、

本
宮
炎
理
事
長
ら
に
よ
る
一
次 

                         

査
メ
ン
バ
ー
ら
八
人
は
孵
化
直

前
、
直
後
の
個
体
を
観
察
し
な

が
ら
生
態
を
学
び
、
文
化
な
ど

の
話
を
聴
い
た
。
初
参
加
し
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
井
上
嵩

裕
隊
員
は
「
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
を
三
段
峡
や
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ

の
ウ
リ
と
し
て
推
し
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。 

   

面
接
と
安
芸
太
田
町
の
最
終
面

接
で
決
ま
っ
た
。
任
務
は
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
開
発
と
販
売
、

Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
の
運
営
な
ど
。
任

期
は
三
年
。
そ
の
後
も
町
内
へ

の
居
住
を
目
指
し
て
い
る
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

来
客
は
一
気
に
増
え
た
。
厳
し
い

自
然
と
共
に
あ
る
三
段
峡
は
、
事

業
者
だ
け
で
な
く
、
人
の
営
み
に

影
響
を
与
え
る
。
天
候
の
変
化
に

敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。 

  

▼
猛
暑
の
影
響 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

朝
晩
は
冷
え
込
む
も
の
の
、
暖

か
い
秋
だ
。
ま
と
ま
っ
た
雨
も
少

な
く
渇
水
状
態
。
夏
の
高
温
も
あ 

  

一口メモ 

っ
て
か
、
紅
葉
す
る
前
に
茶
色

に
傷
ん
で
い
る
葉
も
目
立
つ
。

色
付
き
も
遅
い
と
感
じ
る
。
観

光
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
へ
の

ー 

     

今
は
一
段
、
名
称
の
由
来
示
す
二
段
の
滝 

（１２） 

三
段
峡
と
深
入
山
で
自
然
体
験 

広
島
大
付
属
小
五
年
生
が
「山
の
学
校
」 

 

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ 

孵
化
観
察
し
勉
強
会 

   

 

 

  写真 

地球環境フォーラムひろしまが主催する帝釈峡名勝指

定 100 周年イベントの子供エコツアーが 10 月 28 日、広

島市内などから親子 25 人が参加して帝釈峡で開かれた。

参加者は自然や地質、縄文時代の人達の暮らしや知恵に触

れた。さんけんは企画運営面で協力し、2年後に名勝指定

100 周年を迎える三段峡との連携を深めた。 

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

井
上
嵩
裕
さ
ん

着
任 

 

 
 
 

釣
り
好
き
が
高
じ
て
魚
好
き
に
な
り
、
大
学
で
は
海

洋
生
物
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。
卒
業
研
究
で
は
沖
縄
県

西
表
島
で
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
息
調
査
と
海
藻
の
ウ
ミ

シ
ョ
ウ
ブ
の
保
全
実
験
を
し
ま
し
た
。 

広
島
勤
務
に
な
っ
た
社
会
人
一
年
目
の
と
き
か
ら
、 

休
日
に
は
太
田
川
水
系
へ
釣
り
に
出
か
け
、
自
然
環
境 

 

と
サ
ツ
キ
マ
ス
に
魅
了
さ
れ
、
転
勤
後
も
毎
年
、
足
を 

運
び
ま
し
た
。
年
々
変
わ
る
河
川 

環
境
を
見
て
、
在
来
の
魚
や
水
生 

生
物
が
い
な
く
な
る
の
で
は
、
と 

危
惧
し
て
い
ま
す
。 

生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
太
田
川
の
環
境
を
私
の
子
供 

の
代
へ
残
し
た
い
、
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
、
安
芸 

太
田
町
へ
移
住
し
ま
し
た
。
三
段
峡
や
太
田
川
流
域
の 

環
境
を
守
り
、
さ
ん
け
ん
活
動
と
町
の
力
に
な
れ
る
よ 

う
頑
張
り
ま
す
。
一
九
九
四
年
生
ま
れ
、
兵
庫
県
姫
路 

市
の
出
身
、
名
前
は
「
た
か
ひ
ろ
」
で
す
。 

（
安
芸
太
田
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

井
上
嵩
裕
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

            
 
 
 
 

（
安
芸
太
田
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

井
上
嵩

裕
） 

 

太田川の環境 次代へ残したい 

帝釈峡名勝指定 100 周年イベントに協力 

峡
谷
史 

 

縄
文
人
の
知
恵
学
ぶ 

二
年
後
の
「
三
段
峡
百
周
年
」
へ
連
携 

雄
橋
で
帝
釈
峡
の
成
り
立
ち
を
聴
く
子
供
達 

 


